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１ はじめに  

長野県では、森林の持つ多面的な機能を持続的

に発揮するため、針葉樹人工林の一部を針広混交

林へと移行させて、針葉樹と広葉樹のバランスが

とれた森林づくりを目指しています。針葉樹人工

林から針広混交林へ誘導するためには、針葉樹の

樹下に発生した広葉樹を高木へと育てていくこと

が重要です。 

長野県に多く植栽されているカラマツ林をみる

と、下層植生が繁茂し、ササ生地などの一部を除

いて高木性広葉樹も成立しています。スギやヒノ

キ林では、下層植生が欠落するなど高木性広葉樹

が見られない林もありますので、カラマツ林の場

合は、針広混交林への誘導が比較的容易ではない

かと考えられます。 

とはいえ、下層に高木性広葉樹が存在するだけ

では、とても針広混交林とは言えません。下層の

高木性広葉樹が育ってくることではじめて針広混

交林と呼べます。しかし、こうした広葉樹がどの

ように成長していくのかとなると、ほとんど調べ

られていないため、施業体系の確立まではまだま

だ課題が山積みです。 

今回は、針葉樹林の樹下に成立した広葉樹がど

のように成長していくかについて、これまでに調

べてきたいくつかの事例を紹介します。 

 

２ カラマツの下に天然更新したミズナラの成長 

 川上村のカラマツ林で、32 年生時(1986 年)に

林内整理伐を伴う強度間伐(ry=0.45)を行ったと

ころ、萌芽更新によりミズナラが発生しました。

発生したミズナラは、その 10 年後に樹高 4～5m

にまで成長し、強度間伐で林内の相対照度が

30％程度確保されれば、生育が保障されることが

わかりました。これを元に下層に発生したミズナ

ラの成長予測を行い、20 年で 9m になると考えま

した(1)。 

昨年、強度間伐を行ってから 20 年が経過した

ため、2008 年の春に現地を訪れて再調査を行い

ました（写真-1）が、残念ながらミズナラの平均

樹高は7mに届かず、予測を下回る結果でした。 

しかし、川上村のカラマツ林では現在も林冠は

閉鎖せず、収量比数から推定した相対照度も

23％でした。この結果から見ると、下層のミズナ

ラが生育する環境としては、さほど悪い環境にな

ってしまったとは思えず、生育が不良な原因につ

いては、まだよくわかりません。 

なお、下層のミズナラが密生していたため、林

内の地表付近が薄暗く、林床植生は失われていま

した。 

 

 

写真-１：カラマツの樹下で発生し、20年が経

過したミズナラ（川上村） 

 

３．カラマツの下に植栽した樹木の成長 

川上村の結果では明るさには問題が無いと思わ

れたカラマツ林で、下層ミズナラの樹高が予測

を下回る成長しか出来ませんでしたが、このよ

うな事例は、ほかの広葉樹でも観察されていま

す。 

当所の構内にはカラマツ林を強度に間伐してカ

ツラを植栽した場所があります。植栽したカツラ

は、植栽から12年で平均樹高9.2mに達し、上木

であるカラマツの枝下高(平均 12.1m)を越える立

木も現れました。しかし、カツラの樹高成長は

10 年生時からの 2 年間で 0.5m しかのびておらず、

枝下高に近づいたカツラの中には2年間の樹高成

長がほぼ止まってしまったものも認められました。

カラマツ林における下層広葉樹の成長 
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下木が上木の枝下高に近づいたために樹高成長が

停滞したのではないかと考え、上木のカラマツを

試験区の半分で伐採し、被圧させたままの場合と

の成長比較を行いました。 

伐採から2年後に調べてみると、図－１のよう

にカラマツが伐採されたことで、樹冠上部が開け

たカツラは、樹高成長が回復し、被圧されたまま

のものに比べて良好な成長を示していました。 
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図-1 カラマツの樹下に植栽されたカツラの 

樹高成長(塩尻市) 

 

さらに上田市真田のカラマツ林の樹下にブナを

植栽した場合でも、平均樹高が 3.5m を上回った

あたりで傾きが変わり、年間成長量が低下する

傾向が見えてきました(図-2)。このカラマツ林

では、ブナを植栽するため、24 年生時に成立本

数を 200 本/ha 程度まで落とす強度間伐を行って

います。カラマツの枝下高は早期に明るくした

関係で低く、成長の良いブナはカラマツの下枝

にかなり近づいてきていました。 
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図-２ カラマツの樹下に植栽されたブナの樹

高成長(上田市真田) 

 

以上の結果を見ると、下層に発生した広葉樹は、

相対照度が一定以上に確保されれば、初期成長

は見込めるのですが、上木の枝下高に近づくに

つれて成長が停滞してしまうため、更なる施業

が必要になるのではないかと考えられます。 

このことから、川上村のカラマツーミズナラ林

や上田市真田のカラマツーブナ林についても、当

所構内のカラマツーカツラ林と同様に、再間伐ま

たは主伐が必要な時期になったと思われます。 

 

 ４ 針広混交林の管理を考える 

カラマツ人工林を針広混交林へ誘導するため

には、上木であるカラマツを強度間伐して、広葉

樹を発生させれば、あとは天然の力で時間ととも

に広葉樹が育ち、針広混交林が出来上がると言え

るほど「安易なものではなさそう」です。 
最初に紹介した川上村のカラマツーミズナラ

林では、発生したミズナラの本数が非常に多かっ

たことから、9 年生時に除伐を行いました。その

2 年後の調査では除伐の施業効果が認められまし

た。ところが 20 年生時の調査では施業効果が失

われ、過密状態となって自然枯死が発生しており、

下木の本数管理だけでも 10 年以内に再度行う必

要があると思われます。 
また、カラマツを強度に間伐する際に、残し

た広葉樹が枯損してしまったという事例も見つか

っています。この枯損原因については現在検討し

ているところですが、下層に残す広葉樹について

も配慮をしていかないと、何らかの問題が発生す

る可能性があるように感じています。 
いずれにせよ、針葉樹人工林から針広混交林

へ移行させていくまでには、きめの細かい施業が

必要で、多くの課題が残されています。 
   （育林部 小山泰弘） 
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